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ノ
ー
‘
，
''
.

'

 

:

•

、

_

D
J
a
p
+
b

 
十

、
 

- 

な

る

ニ
個
の
連
立
方
程
式
を
解

け

ば

ょ

い

.0
實

賢

に

'解

0て
見
れ
ば
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-

'

ノ
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.



一

i
f
s

學
-•
#

雜
誌
‘
笫
四
十
四
卷
镇
六
號 

b

 

§
1
^
0 
l

r

<

i
 

I
 

§

4

ハ-、

■

(

三
四
〇〕

P

丨C 

P

丨o» 

e
l
b

 

,
 

f
 
多
.

o

o

s

と
な
る
。
併
し
、
先
^

;

述
べ
&

に
、
：最
小
自
乗
法
を
適
用
し
た
だ
け
で
は
、

,

u

夫
々
の
値
を
分
離
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
。

四

以
上
述
べ
て
き
た
と
’
こ
ろ
に
ょ
，つ
_て
、
次
の
と
と
が
解
るo

'
.

x
l

f

規
則
變
動
を
考
慮
に
入
れ
.I

に
は
、
需
要
_
線
.の
理
論
式
だ
け
か 

ら
、
，‘囘
歸
線
を
導
出
'す
る
こ
七
は
，不
可
能
で
ぁ
る
。
⑶
叉
'、
前
節
•で
承
し
た
樣
な
、
同
時
期
の
、需
要
函
數
と
供
給
画
數
I

連

立

さ

.せ
て 

も
、
不
規
則
變
動
を
？

部
分
士
理
論
的
犯
變
化
す
I

分

I

分
#
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
I

。
響

す

れ

ば

、
需
要
曲
線
の
形
を 

A -

定
す
る
に
は
、
供
給
函
數
の
形
が
既
に
與
ぇ
ら
れ
て
ゐ
な
け
ば
な
ら
な
い
。
そ
；こ
，で
、
前

Q

場
合
.と
違
つ
て
、
時
間
を
人
れ
て
考
ぇ
て

鮮

_

_
變

■
暴

■
間

仙

；薩

擊

藝

■
數
：1
:
1爆
廣
^̂

z

v

=

a
^
+
&
+
ぎ
.

.

.

.

.

.

.

.

(

00)

，

.一
我
^%

务

期

呢

ゅ

撕

経«

.1
編

ぬ

前

办

赚

照

の

賴
_

^

^

_法
名

認
_
德
^

、

stMcpt 
丨
H+
の
十
さ
.

.

.(

CD) 

' 

, 

.

的
切
の
二
式
い
て
、

&
=
s
/
l

關

係

が

成

李

堂

-
b
s、
.こQ
ニ式を同時に解くと、

：
.

•

、

が職;^微如⑩細ば̂«似2咖ぬ池ザ咖次のか輪ー吻一“

5

I
4
次

さ

•な
る
解
を
得
る
。へ
こ
、
で
重
要
倉
は
、
タ
ム
は
“
、
の
影
響
を
受
け
な
い
と%

ぅ

賽

が

翁

こ

と

で
あ
る
。
何

と

な

れ

尤

、

.不

±t
l 

只

變
酣
は
期
間
毎
に
相S

に
關
連

を

、持

た

な

い

か

ら

で

あ

-る
。
前
節Q

g

或
に

，̂

て

は

、

從
の

は
於
と
同
時
期
の
も
の
で
あ

つ

た

 

ら
、.S

式
に
お
け
る
5

を
常
數
々
し
て
取
り
敬
ぅ
、こ
と
.は
^

さ
れ
ず
、
.

靈
し
て
取
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
•な
か
つ
た
の
で
あ

る

が
、 

•て

は

L

は
異
な
.る
。
前
述
の
如
ぐ
、
f
x
^
f
の
影
響
を
受
け
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
F

.

に
關
す
る
限
り
、
豸

j

 

.常
數
と
し
て
取
扱
ケ
；

j

為

で

塞

の

で

奮

。
そ

/

J
P
、
.1:0

第
二
式
？

、

6H

關
し
て
最
小
自
乘
法
を
適
用
、す
れ
ば
、

r

M

〔

b

f
 l

i
k
f
§

l
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参

；？1
)
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'
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-

1
?ー
田

學

鑫

認_
、第

四

十

四

卷

ノ

第

六

跋

*
' 

, 

ノ
：

、 

'

ス

(

三
四
5
 

沁
に
っ
.い
て
も
、
-
货
.と
同
様
の
®

が
.で
き
左
か
ら
、
'我
々
は
、
.
六

個
.

Q.

未
定
常
數
务a
& 

e 

e 

§

价
，
を
決
定
す

る

こ

、
と

が

で

き

る

。 

(
2
>
H
0
,

ノ
2
>
=
0から
鉍
の
が
定
ま
る
0)

：

’ 

,
, 

'

:

.

、
'

こ
、
に
、
(8
)
式
と
(9
)
式
と
5:
.連
立
さ
せ
た
意
義
に
っ
‘
^
:て、
若
干
述
べ
て
务
く
必
要
が
あ
る
。
(9
)
式
に
最
小
自
乘
法
を
適
用
す
れ
ば
、

三
個
の
方
程
式
を
得
、
三
個
の
未
定
常
數
0 

0幻
.の
値
を
決
定
す
る
こ
と
，が
で
き
る
。
併
し
、
わ

-^
"
V
"が
求
め
て
、ゐ
る
の
は’1H .

期
間 

に
お
け
レ
價
格
と
需
要
量0

=

供
給
量)

の
I
係
で
あ
っ
て
、
異
な
名
時
點
、間
の
關
傲
を
究
極
；

$

A
い
て
求
め
ょ
ぅ
と
し
て
ゐ
る
の
で
は■ 

な
い
‘。
⑶
式
は
⑶
武
を
導
べ
た
め
ぴ
補
助
手
段
で
あ
っ
て
、
(9
)
式
を
求
め
る
七
と
を
目
的
と
し
で
办
,^
'
办
で
は
な
い
。
.

•

 

さ

て

、

以
上
が
_
導
形
法
义
は
同
時
方
程
式
接
近
.と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
方
法
茗
る
タ
こ
の
方
法
の
特
徵
は
、
供
^
函
數
が
旣
知
の
も
の 

で
あ
る
と
し
て
、
需
要
；

g

線
を
導
出
し
た
'と
こ
'ろ
に
あ
る
'
從
つ
、て
，ノr

同
時
決
定」

と
一K

つ
て
も
"
"均
衡
理
論
で
一K

ぅ
樣
な
タ
ィ
ム
レ
.ス-

な
同
時
決
審
意
味

t

も

9
で

装

い

。
逆

5

•
.
营

S
S
H

客

る

價

格

と

篇

震

©
關
係
を
求
め
ょ
ぅ
と
す4

ヲ

今

、
醫

し
て
き
た
方
管
は
敗H

、
、

•需
要
函
數
が
旣
^
與
尤
ら
^
-て
ゐ
名
も
の
と
し
て
、
供
給

11
1
-數
を
求

め

音

.れ
ば

な

ら

な

，い

て

あ

ら

ぅ

。

五

以
上
が
、H

a
n
d
o

日

，

variable

を
考
慮
じ
た
際
の
、霈
要
*-
と
俱
格
办
相
1
敗
存
關
.係
を
求
め
る
方
法
の
大
要
で
ぁ
る
が
、
こ
の
方
法 

の
長
所
、
短
所
に
つ
い
‘て
若
干
雄
一'へ
て
見
た
い
6
從
來
の
ft
量
經
濟
學
が
.不
規
則
變
動
を
考
慮
せ
ず
、
從
つ
て
、
理
論
式
と
實
驗
式
叹
間 

に
區
別
を
■立
て
な
い
で
、統
^S

的
分
析
を
行
ヴ
て
ゐ
た
と
'
®
ぅ
批
判
は
甚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

.
w。
-^
w

l

.

w

eとR
a
n
d
o
m

 

Part 

I區
別
し
て
、
•統
計
的
分
析
.を
行
お
ヶ
ど
す
る
賢
圖
に
%
い
て
は
、
確
か
に
從
來
•の
計
量
經
濟
學
ょ
り
も
一
涉
を
進
め
た
も
.の
が 

.
ぁ
岑
と
斷
言
.で
き
.冬
。
け
.れ
.ど
.'も
; ^

'こ
..の..樣
な

，區

別

を

す

る

だ

め

に

.は
、'
.
'
例
ぇ
ば
ぃ
.
需

要

量

が

價

格

の

.

. 

一'
^
函

數
.で
'あ
る
.力

-
_或
_ぃ
，
は
と

次

画

數

で

あ

，る

か

と

沄

う

、

需

要

函

數

の

琎

論

的

众

形

が

、

統

計

的

分

析

を

行

う

以

餅

に

、

演
微
的
に
明
瞭
に
な
へ
つ
‘て

ゐ

な

け

れ

ば

な

ち 

な
い
6
こ
め
形
が
漱
釋
的
に
解
つ
て
ゐ
な
い
で
、
恣
意
的
に
ー
吹
掘
數
と
假
定
し
て
、s

y
s
t
e
m
,
a
t
i
c

 

P
a

r
t

の
形
.を
定
め
て
■お
■

い
て
、
統 

W

的
分
析
を
行
う
と
、

一

次
函
數
で
な
い
部
分
は
、
悉
く 

j
^

a
n

d
o

日
‘

P
a

r
t

C D

中
^

押
し
込
ま
れ
て
し
ま
う
と
^

う
危
險
が
あ
る
。
例 

え
ば
、

一■
次
函
數
を
假
.定

し

，て

統

許

的

檢

宠

を

行

つ

た

と

こ

ろ

が

.
、
實
際
上
は
ニ
次
函
數
.で
あ
つ
た
と
茇
う
樣
な
場
合
が
あ
る
々
こ
の
場 

合
、

r
a

n
d

o
m

 

v
a

r
i

a
b

l
e

を
考
慮
し
な
い
•
で
、
囘
肅
M

の
當
篏
め
を
や
れ
ば
、
當
然
の
結
果
と
し
て
、

二
次
曲
線
の
當
篏
め
を
行
う
ベ 

き
だ
と1 K

う
結
論
が
出
る
。
と
こ
ろ
が
、
^

め
か
ら
、

K
a

n
d

c
x

n

 

,
v

a
r

i
k

b
l

e

を

考

慮

し

た

た

め

，に

、

一

次

画

數

を

慕

め

た

際

の

數

値
 

と

ニ

，次

函

數

を

带

1篏
必

た

際

の

數

値

の

差

額

が

、
\
悉

く 

j
^

a
n

d
b

n

 

v
a

r
i

&
l

e

‘ 

.の
中
に
押
1
込
ま
れ
て
し
ま
づ
て
、

.
.
s
y
s
t
e
m
a
t
i
c

 

P
a

r
t

 

は

一

次
函
數
で
良
：

s
,

s

^ '.

と1 K

う

結

、論

を

引

く

様

な

こ

と

た

奢

可

能

性

.が
多
い
樣
に
思
わ
れ
る
。

' 

.

,

、-

勿
論
、
需
要
函
數
は
當
然
の
こ
'
4と
し
て
一
次
函
m
で
あ
る
と一.K

う
、
•演
縄
的
な
理
論
が
あ
る
な
ら
ば
、
以
上
述
べ
た
様
•な
結
果
が
現 

わ
れ
-て
1
羞
支
え
な
い
:0
け
れ
ど
も
、
わ

れ

く

が

、
，先
人
か
k
遺
產
と
し
て
繼
承
し
て
ゐ
る「

經
濟
學
の
理
論」

の
大
部
分
は
、
靜
態 

.拔
换
理
論
で
あ
つ
.て
、
>銃
-̂
[
的
分
析
を
艺
な
う

'

£
.0
?て
の
溃
«
的
理
論
上
し
て
は
、
獲

H

は
役H

立
た
な
い
もQ

が
多
い
。
計
量 

經
2

が
生
れ
て
き
た
•經
過
を
振
返
？

考
え
て
見
A
と
、
靜
態
均
衡
理
論
が
現
實
の
か
析
§

に
、
立

た

、
な

い

と
；：J

ろ
か
ら
、
動
態
經
濟 

學
の
必
要
が
痛
感
さ
れ
た
こ
と
が
、

一

つ
の
契
微
と
な
つ
て
、
計
量
經
濟
厚
が
發
展
し
て
行
つ
た
と
見
る
•こ
と
が
で
1

0
卽
ち
バ
わ
れ 

^

が
、
靜
態
均
衡
と
一K

う
、
一

K

わ
ば
靈
に
も
此
す
べ
き
、
高
度
に
鑛
化
さ
れ
た
槪
念
か
ら
脫
：

b

出
し
て
、ょ
•り
現
實
的
な
る
.べ
き
、 

動
態
の
問
題
.K取
組
も
う
と
し
た
と
き
、
.演
經

，的

理

論

を

銃

計

と

關

係

裊

く

、

獨

立

に

究

成

し

て

、行

く

こ

と

に

ノ

大

き

な

困

難

を

感

じ

た 

.の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
演
輝
的
に
霊
す

.る

.こ
と
の
困
難
な
諸
問
題
>
-、；
；̂
計
に
照
し
.て
、推
論
を
導
く
と
营
と
と
が
屢
ル
行
わ
れ
た

0 

例
え
は
、
ヶ
ィ
ンK

Q
「

一
般
理
論」

£

い
て
は
、
.限
界

霞

性

向

が

5

と
假
定
さ
れ
て
、議
論
が
進
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
と
の
様
な

H
-

ノ

メ

ト

リ

ッ

タ

ス

の

本

質
‘ 

\

 

•

九

-

Q

5
B



,

‘三e

學
.慕
雜
够
四
十
四
，卷

•,'
第

六

跋

.

'

 

.

'

、
 

5

、(

ー1
四)

假
定
は
純
粹
理
論
•か
ら
引
き
出
せ
t

の

で

は

な

く

、
、
現

實

を

爾

察

し

'た

繁

、
生4

て
く
る
も
の
で
I

。(

す
ィ
ジ
.ズ
は
、
.鬆

扁

計

,づ
分
析
を
3

て
は
ゐ
.な
い
が
、
•ァ
レ
レ
•
•ボ丨
レ
丨
雨
成

，

^

1
 

Expenditure.

が
、一.

般
观
論
よ
り
他
に
以
前
.に
公
刊
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、興

味
あ
る
雄
奴
で
あ
る
。，

)

’
；

，

，，)

',
 

.
 

,
 

.

.

.と
の

奮

、
過
法
9
計
量
經
濟
學
此
お
_い
、て

は

、
：
署|

|
賓

1
:
' の.理
論
的
意
妹
づ
け
が
十
分
で
あ
る
と
は
云
.い
難
-い
も
の
が
あ 

つ

た

。
靜

態

經

濟

，理

論

.は
、

で
，き

る

限

り
1
動

的

分

析

杧

胶

立

つ

様

に

再

«|
成

さ
れ
つ
 

'あ
る
。
P 

• 

H 
•
ダ
グ
ラ
ス
.の
生
靡
函
數
筹
は 

そ
の4

列

で

あ

ざ

。

併

し

、

勞

働

.の

生

靡

性

た

と

資

本

：
の

生

產

性

ゴ

CD
.和
が
1

S
る
場
合
に
は
、
明
ら
か
に
靜
態
經
濟
學
的
說
明
が
成 

立
す
る
が
、
兩
者
の
和
が
1
で
な
い
#
合
S

、
靈

-1
1
は
明
確
な
說
明
を
與
ぇ
て
は
ゐ
な
い
。
そ4

だ
け
で
な
く
、

と
ム
の
. 

夫
々
の
對
數
の
，間
に
、
.一
次
，の

爾

係

ガ

成

り

立

つ

と

去

う

こ

と

さ

ぇ

、

ー
，ら

の

，假

說

に

過

ぎ

な

い

。

從

つ

て

、

左

と

i
の
和
が
1
に
な
る 

樣
な
亂
果
を
得
れ
ば
よ
.い
.が
、
實
際Q
響
的
檢
證
に
際
し

.て
'、
■兩
昏

和

•が
1
’で
な
い
秦
う
繁
を
得
た
錫
合
に
は
わ
れ
"
^
は 

先
驗
的
に
ど
4
様
な
坐
產
函
數
を
用
意
す
べ
-き
か
を
、知
ら
な
い
:(
0
で
.あ
る
。

|

、
|た
：
と
y
の
和
が
1
に

I

な
い
の
は
、

的
1

0日 

variable

が
作
用
し
た
片
め
で
あ
る
.か
、、
或
い
は
、Systematic Part 

.の
分
析
が
不
十
: ^
な
.た
め
に
.起
因
す
る
も
の
で
あ
る
か
は
、分 

0
で
な

c
.°
免
つ
.て
'、

_

械

的

に
^
wc+
o>
-日
P
C+
ぼ

P
SC+
•と
闪
名

&

0

^

2

^
を
分
離
す
る
と
、
經
濟
學
的
に
究
明
さ
る
べ
き
#
く
の
尊 

柄

がR

不

規

則

變

動

d
v

の

中

に

押

し

込

，ま

れ

、て
し
ま
う
と

J
K

う
結
果
に
な
づ
Iて
、
統
計
的
檢
證
に
よ
つ
て
、
演
經
的
理
I

不
備
を
補
つ 

..て
17
か
う
士
す
洛〔

.計
量
經
濟
學
の
，.本
來
の
意
圖
と
は
懸
け
離
か
た
も
の
に
な
る
•虞
が
あ
名
。 

、

.六

-

r
.
.
-
' 

':
-
;:
v
u
'
.
'
.
s 

.ザ 

3
:
.

)
.;:
::
.
ん

,>
:

:-
:-
''.
;

■■
;

-

.
ご
'
、

'

、
:-
'','.:

，猙
態
經
齊
學
を
、
«
計

に

當

齡

办

名

：際

於

參

ー

多

ぐ

©
狹

意
'^

，编 5滋级贼却ぬ抑こ嫩咖ザ，な歡

右
下
り
で
あ
I

f
ら
れ
て
t

o
 

•

と
れ
は
考
察
の
便
梵
上
、
價
格
が
先
：に
定
め
ら
れ
て
ゐ
て

、

需
要
量
が
•そ
れ
S

摩
し
.

Sく
と
：
 

' 

W

う
置
關
係
を
想
定
し
て
ゐ
る
か
ら
、
，そ
の
樣
な
結
論
が
生
れ
て
'く
る
の
で
あ
る
。W

の
場
<ロ、
'需
要
量
が
先
に
變
化
し
て
、
賢
格
が 

そ
れ
S

應
す
る
と
一K

う
因
果
關
係
は
、k

f
れ

て

ゐ

ま

5
1
,
0
:
:

純
棒
？

て
.は
、
元
ょ
り
、
こ
の
樣
|

ぇ
方
を
非
難 

す
I

S

I

S

.。妙
れ
f

、
I

s

t

H

i要
曲
線
が
右
下
り
の
形
を
と
重

f

結
論
だ
.け
を
引
用
しH

、.'

そQ

前
提
を

:
奴
^
^

;vへ；. ；：)

_

_

1«
.遍

_

_

議

勝

疆
 |

露

■■
:'■'
•^
^
,靡
•
:-
:
^
'
ド
；獅

カ

を

、
：づ
：
嘯

囉

ゆ

^

鄭̂

勒
«;
_

驟
« :
齡

漱

灣

の

；
^
與

ょ
^:
.:^
^

ぁ̂

:^
1

氣

^
、.
要̂

*-
:
の
_
化
が
»:
*

ぽ 

す
影
響
のiT

か
ょ
り
强
力
.で
t

か
と1K

う
と
.と
は
、
先

驗

的

に

斷

定

す

る

こ

と

は

で

從

つ

て

、
紙

勝

料

I

り
扱
う
.場
合 

,

，
に

は

一

憤

格

と
.:
#
要
量

2
の
間
に
順
相
_
關
係
が
現
わ
れ
て
く
る
こ
^
も
、
慕

の

こ

.と
と

て

、
f

得
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
場
合

求
む
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
^
が
、
と
'の
逆
の
因
果
關
係
が
.現
れ
て
く
る
可
能
性
を
、ー
經
濟
理
論
的
に
十
分
島
え
な
い
で
、
需
要
の
輝
力

.招
の
値
がI

止
に
き
の
は
、
皆

n

雪

v
a
>
i
l
_

 

&作
用
の
*-
め
で
.あ
る
と
考
ぇ
る
の
は
.、
餘
出
忙
統
計
技
術
に
拘
泥
し
過
ぎ
•た
考
ぇ 

方である
と思う。
■
■
、

.

■、

'
. 

-
 

•
 

'

_

1

顏

1

雅
_

_

_
|1
翼

•
な

假

定

で

翁

が

、
，
果

し

て

、

こ
，9

様
な
蟹
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
: ^

か

ど

う

か

晶

題

で

老

。
羅

形

潘

の

衰

者

が

こ
‘
の
様
な 

,

假
定
を
‘立
て
る
£

つ
た
背
液
に
は
、
.濃
近
に
お
い
て
發
展
し
て
き
‘た
氣
现
統
計
學
上
-の
小
標4

理
論
が
あ
つ
て
、

;

へへ？
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^
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ク
ス
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系
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i
l
m雰

響

第

四
.
十

四

卷

樊

攏

■.
;

.

、、

,, 

. 

パ

二

一

(

三
四

六

)

醫

集

圈

を

對

象i
す
る
も
の
で
1
0.
.て
、

.，動
態

 ̂

從
タ
て
、
時
系
列
の
解
析
祀
外
與
本
適
論
を
適 

,“
另
し
噂
る
か
ど
う
か

に

づ

V>
-
Fは
疑
問
が
あ
る
o
.第1'

に
異
晚
點
間
の
不
規
則
變
動
を
1
小
襟
本
理
論
に
お
け
る
標
本
^
認
め
得
る
か
ど 

.
う
.か
さ
え
、
疑
問
な
き
を
得
な
、
。
第
二
に
、
小
標
本
理
論
を
鼪
濟
統
if
に
適
用
で
き
各
と
一K

う
明
確
な
證
明
核
、
現
在
の
段
階
.で
は
、

‘
吁
わ
れ
て
ゐ
な
い
。
奶
論
"
小
標
本
理
論
を
適
用
し
ょ
う
上
す
る
の
で
あ
名
か
ら
、
試
料

c

f
で
''
^
や
度
別
父
は
月
別
の
デ
丨
タ〕

の
數
は
、

:
治
當
に
多
人
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
づ
て
、
數
ケ
.年
の
デ
ー

タ)

か
ら
、パ
ラ

.メ
ー

タ
1
-の
値
を
決
楚
す
る
こ
と
は
で
き
.&
^'
0
併
し
、
 

.

.

.
:
こ
...
の

點

を

別

に

.レ

ベ
た
と
と

が

钇

。「

从
，や
の
が
追
常
八
刀
布
を
し
丸
い
こ
と
が
あ
る
ど
す
れ
ば
、
そ
の
原
因
は
、
私
や
”
が
純
粹
不
規
測
變
動
だ
け
で
鞲
成 

さ
れ
て
ゐ
な
い
で
、
そ
の
中
に
經
濟
學
的
法
則
に
從
う
要
因
七
食
ん
で
ゐ
名
か
■ら
で
あ
る
。、
從
つ
て
、
逆
す
考
え
れ
.ば
、
、
％
言

が

11
£
常 

分
布
を
す
る
か
否
か
に
，ょ
つ
て
、
理
論
的
分
析
が
十
分
に
行
わ
れ
て
ゐ
る
か
ど
う

、

か
を
檢
觉
'す
る
こ
と
が
出
來
る
様
に
な
各
で
1

う
。」

•
こ
の
考
え
方
に
ょ
れ
ば
、
-
;

s

や
沿
が
正
常
分
布
を
し
な
い
■の
は
、Systematic 

p-p
r
tに
屬
す
ぺ
き
も
の
のI

部
が
、

の
中
に 

含
ま
れ
て
ゐ
.る
か
ら
、
正
常
分
布
を
ム
な
い
樣
な
こ
と
が
起
る
.と
沄
う
の
で
あ
名
。
確
か
に
こ
の
考
え
方
は
、Systematic p

a
r
t

の
分 

析
に
對
し
て
.、

一

つ
の
有
力
な
示
唆
を
與
え
.る
も
の
で
あ
る
。

_け
れ
ど
も
’
そ

れ

，で

も

r
a
n
d
o
m

 variable

が
疋
常
分
布
を
才
る
か
ど
. 

，う
か
疑
わ
し
い
o
經
濟
統
計
に
お
い
て
は
、
坐
の
，資
乾
1
の
％

の
が
1£
常
分
沛
を
私
す
こ
と
切
稀
で
あ
つ
て
、
所
得
不
卒
等
係
數
の
デ
ブ 

• *

ヲ
分
布
の
樣
疟
、
'對
數
變
換
を
す
る
乙
と
に
ょ
つ
セ
3

と
运
う
考
え
方
は
V
•主
と
し
.て
統
計
カ
擧
か
ら
生
れ
で
き
て
ゐ
る
樣
に
思
わ
れ
る
が
、
物
理
學
.に
お
け
る
彈
性
と
运
う
考
え
方
と
、
經
濟 

學
で
重
要
な
^
割
を
演
じ
■て
ゐ
る
彈
力
性
と
一
本
う
考
え
方
の
間
に
^
、：
大
き
.な
相
違
點
が
あ
る
こ
と
に
注
届
す
ぺ
盘
で
あ
る
。

释 徽 项 はむ災レ̂，̂で印ふ，

經

濟

學

，
お

い

て

は

、

自

然

科

學

の

場

合

と

比

べ

で

見

て

ュ

霞

的

な

考

え

方

を

活

用

す

る

場

合

が

非

常

參

い

p

旣
に
、
經
濟
的
な
. 

變
量
の
分
布
が
、
.對
數
變
を
し
た
浚
に

.，：止
常

分

布

を

示

す

と

す

れ

ば

、

そ

れ

I

應
す
るK

a
n
f

 

_

|
象

、
时
數
變
換
を 

し

た

後

遙

常

分

布

を

示

す

可

、
能

性

が

大

き

い

真

4

い
で
|

う
か
。
部
ち
、
正
私
分
布
集
す
ベ
き
も
の
は
、

農

で

’I
 

く
，て

そ

の

^
數
値
て
$>
る
_と
|
|
^
う
考
.え
方
も
浮
ん
'で
く
る
。

.パ

"

第
四
の
疑
問
は
、
前

-2
ニ
つ
.
0鐘
ょ

り

も

、
比
較
的
、
重
要
で
は
な
い
も
の
で
|

。
從
來Q

最
小
自
乘
法
£

い
p
t
、
L

 

な
形
で
、
.需
要
曲
線
が
均
衡
點Q.

近
傍
だ
け
に
し
か
求
め
ら
れ
な
い
と
f

、

p
論
的
制
約
は
無
か
つ
た
。
,

統
計
資
料
|

り
扱

> 

う
際
に
は
、
計
畫
數
字
を
と
办
擎

I

が
容
易
で
な
い
.た
.め
に
、
，■事
後
的
に
得
ら
れ
，た
撃
を
と
り
扱
つ
て
ゐ
た
と
管
意
味
で
ま
、
 

^

P

1に
、
-均
衡
I

I

だ
け
を
分
析
し
で
ゐ
た
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
、
最
小
自
乘
I

I
そ
の
も
の
に
は
、
均

欝

の

近

傍

.: 

だ
け
し
か
と
り
扱
え
な
い
4

、う
、
先
験
的
な
制
約
は
無
い
。
こ
れ
に
反
し
て
羅
形
法

£

い
て
は
，
親
の
價
格
と
供
給
量
と
の
關
- :.

. 

係
か
ら
導
出
さ
れ
た
供
給
方
程
式
を
孺
要
方
程
式
と
連
立
さ
せ
て
解
を
求
t

の
で
I

か
ら
、
I

I

に
一
種
の
均
衡
植
を
と
I
 

つ
て
ゐ
る
の
で
ぁ
る「

一
種
の
均
衡
値」

とM

つ
た
の
.は
、•同
時
期
、の
儇
格
を
前
提
と
し
上
需
要
函
歡
と
供
給
函
敫
ど
を
波
立
さ
せ
て
ゐ 

る
零
は
な
い
か
ら
で
着
ヴ
こ
の
意
味

S

い
て
、̂

導
形
法
は
.

r, 「g

蛛
の
巢
の
理
論」

S

け
る
異

時

均

衡

と
f

考

え

方

と

I

 

' 

ず
る
も
の
力
t

併
し

•
同
時
均
衡
で
な
く
て
も
、
誘
導
形
法
に
，4

,て
求
め
ら
れ
た
藪
値
は
、
需
要
曲
線
の
全
部
分
S

つ

て

蓄 

す

る

、

の

で

は

な

く

、

均

，

點

，
の

近

侉

5

い
て
だ
け
、
S

す
f
 

t

s

fを
得
な
い
。
と
の
點
、
，最

小

自

乘

法

數

値
. 

は
、

麗

曲

線

の

会

部

分

安

，當
す
f

の

と

考

え

て

差

支

え

な

い

：.で

ぁ

ら

•
う

。

更
に
、
羞

？

が
正
常
分
布
を
し
て
ゐ
れ

.
,

?

!

ク 

I
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四
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一
四
八〕

. 

ば
、
誘
導
形
法
に
よ
る
方
が
。◊
ラ
メ
.
1タ
ー
の
決
定
に
際
し
て
、
不
規
則
變
■
の
影
響
ど
と
り
除
く
6
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
が

私

及

,■

龍

1

^

1

_画

|
霞

_

_

_

1議

_
糊

纖

纖

纖

_

顏

顏

, 1
塞

^
^

に

よ

る

よ

り

も、
'
 

反

.
つ

て

、.

パ

テ

メ

ー

ク

ー

の̂

^

に

際

し

で

、

不

規

則

變

動

に

^

る

歪

み

,5
:

誇

張

す

る

處

が

あ

る

と

思

士

れ

る

。

(

%

要

 

阁

数

と

供

拾

商

數

と

を

連

立

さ

せ

'
る

の
.
で

あ

る

れ

ら

、

眾

み

方

が

-
、

相

五

に

反#

の

方
.
向

に
.
向

ぐ

可

能

独

れ

十

分

，
に

'あ

る
.
と

，
思

う
。)

特

に

奇

妙

に

思

わ

れ

る

：

こ

と

は

、

-

誘

導

形

法

の
’
主

張

者

達

が

、.
こ

の
.
誘

導

形

法

ガ

求

め

た

、
數

値

と

、

從

來

の

方

法

た

る

最

小

自

乘

法

で

 

求

め

た

パ

.
ラ

メ

ー

タ

ー

の

數

値

と

を

比

較

し

て

"

ぞ

の

乖

離

の

程

度

が

僅

少

'
な

名

こ

と

を

、

.

主

張

し

よ

う

と

努

力

し

、
て

ゐ

る

樣

に

見

え

.
る

_

1

_

_

_

:
簾

_
の
_

|

1

_

_

_

1

$

_

1

調
_

_

^

卜
る
の

±
、
未
だ
誘
，導
形
法
に
對
し
て
十
分
な
自
信
が
見
ら
れ
な
い
た
め
で
あ
ら
.う
か
。
最
後
に

'、
_ー
へ
言
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
こ
と
は
、

こ
の
誘
導
形
^
の
導
人
^
よ
つ
て
、R

a
n
d
o
m

 vjaria

c-^
l
e

の
處
理
を
す
る
た
•め
^
、,

罪
常
に
數
理
統
計
學
的
な
.考
え
方
が
人
り
込
ん
で 

き

て

、

恰

か

も

、

「

、
ラ

コノ
メ

ト
リ
ッ
ク
スJ

の
本
質
が
、
こ
の
様
.な
意
味
に
お
け
る
線
の
當
篏
.め
法
で
あ
る
.か
の
如
く
考
え
ら
れ
傭
ち
な 

傾

向

，の

あ

る

こ

と

で

あ

る

'.
0

數

理

統I f

學
の
導
入
自
體
は
歡
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、

工
コ

ノ

メ

ト

リ

ッ

ク

ス

の

本
質
は
、
溃
繹
的
な 

11
論
を
樹
立
す
^
こ
と
に
あ
り
、
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r
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濟
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、
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、
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る

。
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濟
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激
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濟
學
の
■意
.
_を
，こ
の
觀
點
か
.ら
名
W

反
省
し
て
、「

デ
ノ
メ
ト

V

.

S

2を

雙

I

.
衾

5

1
戲
に
終
ら
I

匕

I

必
要
で
营

と

f

八

' 

‘

ら

ッ

ク

s

l

l
、
‘
f

?

 

I經
濟
學
の
f

を
’統
計
的
に
檢
證
す
る
た
め
の
技
術
學
•で
t

と
考
ぇ 

W

M

U

 

u

f

l

l
進
め
.て
i

、

5

ノ
メ
ト
リ
ッ
ク
ス
は
、

|

經
|

對
し
て
稹
極
的
な
、寄
F
 

#

i

l

l

I
 
の 

I

I

S

I、
.含

I

I

て
、
l

l

l

n

^

H

^

n

 

I I
: r

J

8

f

 

I

!

、
I

 

的
、
蒙

 

I

ら 

I

 終
始
し
、

I f

ん

C-
M

年

ノ
メ
.

.
ク
ス
の
I
圍
タ
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
で

t

o
そ
ぅ
し
■て
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し
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は
あ
る
と
じ
て
^—

-認
办
る
と
.し
て
も
、
».
態
集
圑
に
お
い
て
も
同
樣
の
.こ
..と
が
成
り
立
つ
'と
は
限
ら
な
い
パ
獨
立
；0

の̂
>
定

理

が

成 

立
す
る
と
一K

ぅ
こ
と
は
、
個
々
の
觀
察
«
の
間
に
因
«
0|
係
が
存
在
し
‘な
い
と
沄
ぅ
で
と
を
前
提
と
す
る
0ゝ
假
令
、

實

際

問

題

と

し

て

‘因 

.果
關

係

が

得

在

す

る
.と
し
て
も
、
そ
の
關
係
の
作
用
す
る
程
度
は
、「

無
視
し
得
る
程
に」

/1
\
-さ
.い
も
の
で
あ
れ
ば
、
尙
、
大
數
の
法
則
が 

•成
立
し
、•最
小
自
乘
浅
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

-

.• 

■- 

、
 

け

れ

ど

も

、
，
例

え

ば

國

民

所

得

の

變

動

法

則

を

硏

究

す

る

.と
き
贮
.は
、
各
年
度
の
國
民
所
得
の
値
の
間
に
は
、「

無
視
し
得
な
い
程
の
，

J 

因

果

關

係

が

存

祛

す

名

こ

と

は

.明

ら

か

で

あ
、る
。
乘
數
の
理
論
や
加
速
度
の
原
理
©

作
佣
を
認
め
れ
铽
認
め
：る
ほ
ど
、
こ
の
こ
と
は
明
ら 

か
忆
激
つ
て
く
る
。
從
つ
て
、
、時
系
，列
に
對

し

て

ー

小

檩

本

迦

論

を

適

用

す

る

ど

‘し
て
も
、
母
集
圃
自
體
が
動
い
て
ゐ
る
の
で
あ
名
か
ら
、
 

從
來
の
獨
立
^

の̂
定
理
把
货
脚
し
た
小
標
本
理
論
を
、•

そ
の
ま
\
の
形
で
適
用
す
る
こ
と
に
は
、
無
理
が
あ
.る
樣
に
思
わ
れ
る
.0 

勿
論
、
不
規
則
變
動
だ
け
を
切
り
離
し
て
考
え
れ
ば
、——

わ

れ

く

が

‘

R
a
n
d
o
m

で
あ
名
と
考
え
て
ゐ
る
も
の
が
、
眞
に
不
規
則 

な
も
の
で
あ
る
限
り——

あ
る
：程
度
t
で
は
大
數
の
.法
則
が
成
り
湓
つ
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
、
こ
の
場
合
に
も
、
個
々
の
年
の
觀
察
値

に
は
.疑
問
が
起
る
。
わ
れ
^

-の
.意
圖
す
る
と
こ
ろ
は
、
'數
理
統
計
學
的
分
析
の
適
用
を
否
楚
し
ょ
ぅ
'と
一
1
<ぅ
の
で
は
な
い

'0
只
、
.徵
理

.

擧
が
、ょ
り
經
濟
的
分
析
に
逾
當
'な
形
に
修
正
さ
れ
て
く
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
時
系
列
の
解
析
忆
使
用
さ
れ
る
數
理
統
It
學
は
、- 

因
果
關
係
の
存
在
を
前
提
と
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
激
ら
な
い
。：
そ
の
た
め
に
は
、
獨
立
事
象
の
定
理
を
*

と̂
1
て
發
達
し
て
„ぎ
た
從 

來
の
確
率
論
と
並
ん
で
、.從
屬
事
象
、
排
反
事
象
の
理
論
を
發
捧
さ
.せ
て
行
く
こ
と
.が
必
要
で
取
る
0
'

動
態
分
析
た
耐
え
得
る
様
な
形
に
數
理
統
計
舉
を
修
JE
す
る
代
り
に
、
理
論
經
濟
學
の
方
を
、
現
代
の
數
理
統
計
學
に
調
和
せ
し
む
ぺ 

奢
形
に
修
正
す
れ
ば
よ
い
と1K

う
考
•え
方
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
湾
ぇ
方
を
徹
- @
-
-
さ
せ
れ
ぱ
、
少
く
と
もH

コ
ノ
メ
ド
リ
ッ
ク
ス
に

べ

關

す

る

.限

:々:
?
理

論

經

濟

澤

は

、
比

較

靜

應

論

'以

土

の

^
.の
^
は

な

り̂
^

、方
法
は
經
濟
厚

'̂
:統
計

學

，の

結

脊

士

^
ぅ
廉

味

に.お
ぃ
.て
は(

，
一
：'.廉
.の
成

功

を

得

る

た

め

の

：
近

^
ひ
あ
る
が
^
 ̂

M

冊
^

..r 

.，濟
學
の
水
準
を
引
き
あ
廿
ぶ
だ
め
必
^
興

は

僅

少

な

急

と

着

^
あ
^

恰
か
も
、
ム

1
ア
；が
動
絮
分
祈
怒
闻
_
と

し

な

が

ら̂-
、
ぐ 

:
:'
.ヴ
ル
；
ラ
；
ス
.流
の
_1

•般
掏
衡
理
論
と
最
小
自
乘
法
の
理
論
と
を
、
•殆
ん
.ど
そ
の
ま
\
の
形
で
結
合
レ
^;
.ぅ
と
じ
た
た
め
、
.
.そ
.こ
に
生
れ
.て
き 

.

み

も

の

が「

完

全

友

動

的

法

則

で
.祝

る

と

IK.

い
切
れ
な
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な
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缺
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.現
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に

照

し
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て

氧

て

、

ど

の

^
 

が

で

き

る

，
か

と
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5'

s
.

^
極

的
, 

な

意

圖

を.も
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た

名
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'で
：な

け
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农
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な
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?
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性
が
檢
定
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#
な
形

機
性
と
；̂
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邊
が
ち
»

れ

气

：後
赛
が
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.

«

那
^
^
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論
の
核
、も
.と
な
る
諸
概
念
が
、
^
資
、：
M.
得
等
と
一
芯
.ぅ
、
緣
諸
的
忙
測
定
可
能
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念
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る
と
宏
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事
實
が
あ
る
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こ

Q

樣

樣
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濟
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自
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概
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代
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满

多

^

.

へ
そ
れ
で
は

、H
n

 
ノ
メ
ト
リ
フ
メ

.ス
は
、
.
前
述
の
消
刺
的
寄
與
の.
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.ある
人
々
は

、
,s.
グ
イ
ム
•

ラ
グ
の

#'
在
等
は
單
欠
技
術
上
の
問
題
で
あ
ざ
と
し
て
輕
視
し
勝
ち
で
あ
る
パ
け
れ
^J

も

、

、タ
イ
ム

•
ラ
グ
が 

存
在
■し
尨
い
と
き
に
は
均
衡
が
•成
立
し
て
‘變
動
過
程
が
起
ら
な
い
普
、の
も
の
が
、
タ
イ
ム

•
ラ
グ
の
存
在
の
故
に
>
全
々
異
.っ
杧
結
果
を
、
 

坐
み
‘出
す
と
萁
う
様
在
こ
と
は
、
现
論
的
.に
も
實
際
的
に
も
、
屢
々
見
受
け
る
と
と
ろ
で
あ
、る
。
•そ
，う
し
て
、
ク
小
ム
こ
フ
グ
の
作
用
が 

大
き
い
.と
き
に
は
、
溃
繹
的
な
理
論
構
成
を
も
改
造
し
て
行
く
必
要
が
起
名
。
こ
の
様
な
事
態
が
起
っ
た
と
き
は
、
占
の

:#
に
修
1£
チ
'べ 

き
か
と 
一

K

う
こ
とH
づ
い
て
は
、
理
論
經
濟
繆
的
知
識
i
統
計
知
歌
.の
，
双

方

を

兼

れ

備

ぇ
^
人
広
.ょ
.
0ぞ
ハ
'指
摘
.さ
.队
名
ど
^
.が
|

^

適
•,
 

' 

當

ヤ
.あ
る
。，
溃
釋
的
理
論
だ
け
で
は
こ
，の
様
な
琪
情
は
容
易
に
推
察
で
き
る
も
の
で
姑
な
い
し
、
數
理
統
計
學
的
處
理
に
の
.み
偏
：し
,.

.

. 

ノ

凡
そ
、
ど
の
様
な
理
論
で
も
、
完
全
無
缺
な
理
論
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と
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う
も
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も

、

論
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的

、

演

釋

的

に

-は

一

長

一

短

が

あ

る

o

i

f
經

篇

象

霞」

名
か
と
一
友
う
‘こ
と
紀
っ
い
て
、
人
間
の
.頭
の
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で
考
ぇ
#
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可
能
性
に
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、
極
め
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多
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あ
る
：0-
:
こ
：の

多
穣
多#:
0
.可

能

..

..

..

.
 

• .
.
.
 

... 

. .
 
-
 

-
 .
 

>
 .
 
.
.
.
.
 

:
.

v
 
..
..
.

性
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し
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論
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其
'5
も
の
は
、

超
人
的
な
カ
友
.持
た
-な
け

れ

ば

作

る

セ

.と

は

困

難

せ

あ

ら

う
。

.
間

題

ほ

、
'.
'「

論

理

的

に 

觅
て
一
寸
の
隙
も
な
い」

理
論
^
築
き
上
げ
る
こ
^
で
、
は

な

く

て

、

「

具

體

的

に

起

る

：可

能

性

'の
大
き
W
J:-
.經
濟
的
局
商
を
と
り
扱
.
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.理
論
を
築
き
上
げ
^
こ
と
に
あ
.る
。
そ
う
し
て
、

4
の
た
め
に

.
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コ
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メ
.
h”
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>
ス
が
果
す
べ
.き
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割
ぱ
眞
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積
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寄
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の

中
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第
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.
•るも
の
で

.は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
.例
ぇ
ば
、
ケ
イ
ン
ズ
理
論
が
現
實
に
安
當
す
る
こ
と
を
認
め
て
も
：
•ど
の
様
な
形
で
安
當
す
名
か 

う
こ
とj

T

個

A
の
國
の
經
濟
に
ク
い
て
，
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
力
、レ
‘ッ
キ
ー
.は
、
•曾
て
、
第
二
次
大
戰
前：

の
.ァ
：メ
;1
/
-
:
为

經

濟
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@
資

..

料
を
利
用
し
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を
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檨
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1
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改
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て
ロ
本
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檢
.
？
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討
し
て
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れ
ば
.な
ら
な
い
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そ
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し
て
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‘實
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現
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て

き
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と
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得
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あ
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。
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く
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な
い

.0
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か
參
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り
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為
が
で
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ど
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